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　昨年に引き続き、当社子会社「岡崎機械株式会社」と協
同で平成27年6月に東京ビッグサイトで開催された「国

際食品工業展（FOOMA JAPAN）」および「機械要素技術展」、
平成27年10月インテックス大阪にて開催された「関西機械要素
技術展」に出展いたしました。また、平成27年12月には東京ビッ
グサイトで開催された「国際ロボット展」に初出展いたしました。

第65期に開催された展示会の状況を教えてください。

A
Q

中期経営計画	 １年目の進捗報告

トップインタビュー
TOP INTERVIEW

　当連結会計年度におけるわが国経済は、個人消費の停
滞や輸出の伸び悩みに加え、年明け以降の円高・株安が

企業マインドを押し下げるなど、一進一退で推移いたしました。
　当社グループを取り巻く機械器具関連業界においては、輸出
関連企業の設備投資に弱さがみられたものの、堅調な企業収益
を背景に設備投資意欲は維持され、底堅く推移いたしました。
　このような状況の下、当社グループは、平成27年度を初年度
とし平成29年度までの3か年中期経営計画
を策定し、全社員が一丸となって、ユーザーを見据えたビジネス
領域拡大のため、当社の「新たな商社機能」を強化し、提供価値
の向上に取り組んでまいりました。また、コーポレートガバナン
スを経営上の重要課題と位置づけ、意思決定の透明性・公正性
を担保しつつ、迅速・果断な意思決定を行う仕組みを作り、中長
期的な企業価値向上のための取り組みにも着手いたしました。
　この結果、連結決算初年度となる当連結会計年度におきまし
ては、売上高1,015億8百万円、営業利益50億6千6百万円、経
常利益52億2千2百万円となり、親会社株主に帰属する当期純
利益につきましては、35億5千5百万円となりました。

第65期の事業環境および業績はいかがでしたか？

A
Qお取引先様にとって、

「自社の業績向上になくてはならない企業」・
日伝を目指す。
そのために、提供価値を創造する。

戦略的パートナーとなるお取引先様に、
日伝の考えを正しく伝え、
協働して市場の開拓を進める。
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中期経営計画	 １年目の進捗報告
さらにユーザーとの多様な接点の場として全国470か所におい
て、お取引先様との協働による展示会の出展や、ユーザーの工
場における出前展示会の開催などを実施し、商品・システム等の
情報提供・改善提案を行うとともに、ユーザーと接点を持つこと
で情報収集等を行い『「商売の芽」となる情報獲得機会の拡大』
に取り組みました。
　第66期においても第65期と同様に展示会の開催を予定して
おります。

中期経営計画の骨子

1 一体感のある企業グループの構築
ガバナンスの取れたグループ管理体制を構築し、 
シナジー効果を発揮する

5 海外展開の加速
海外の国柄・地域に応じた商売の発展形を作り上げ、 
同時多面的にビジネスを展開する

2 新たな商社機能の発揮と活用
横糸（全国規模の組織力）と縦糸（地域密着の 
細やかな対応力）の両方をしっかり紡ぐ

6 「流通のハブ」としての存在感向上
在庫機能と物流機能を活かし、 
その運用にて利益を生み出す

3 「商売の芽」となる情報獲得機会の増大
MEKASYS展示会、出前展、セミナーなど 
ユーザーとの多様な接点を構築する

7 情報投資による業務効率の改善
一人ひとりが業務の中で効率を上げ時間を創出し、

「商売を創る活動」をさらに強化する

4 新たな事業を創出する機動的な投資
強固な財務基盤をベースに新たな収益源を創出する

8 商売を創れる人財の育成
競争力の源泉である 「人財づくり」において、 
圧倒的な優位性を持つことに挑戦する

　当社子会社の「日伝国際貿易（上海）有限公司」が中国
においてさらに事業拡大を図るため、中国国内に新たに4

営業拠点を順次開設し、従来からの拠点と併せて9か所での営
業活動を開始いたしました。また、これら営業拠点の拡充に伴う
業容の拡大を見込み、資本金を250万US$に増資いたしました。
平 成28年2月に当 社 子 会 社 の「NICHIDEN VIET NAM 

「海外展開の加速」についての進展を教えてください。

A
Q
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たしました。これにより、販売機会を逃さない営業体制の確立と
『「流通のハブ」としての存在感向上』を目指します。
　また、『新たな商社機能の発揮と活用』の一環で、平成27年9
月に豊橋営業所を新築移転し、販売力の強化とサービスの向上
に取り組んでまいりました。
　平成27年11月にはテクノセンター（東大阪市）を新設し、これ
までリニアウェイの切断加工やローラーチェーンの寸法切、油圧
ホースのアッセンブリ等を行っておりました西部物流センター内
の加工センターを移転し、さらに各種工作機械などの設備を充
実させることにより追加工機能の整備を行いました。その他に
もエアパネルの製作やアルミフレームの組み立て、メンテナンス
サービスを開始するなど「価値付加型ビジネス領域」の拡大を目
指しております。

CO.,LTD」が、ベトナム北部の主要都市であり日系企業が数多
く進出されているハノイ市に支店を開設し、営業活動を開始いた
しました。
　「NICHIDEN VIET NAM CO.,LTD」の知名度を高め、さら
に業容拡大を図るため、現地の日系ユーザーや現地企業向けに
ホーチミンとハノイの2か所で展示会を開催いたしました。

　平成27年8月に戦略的在庫拠点および東部地区のデ
リバリー機能を強化するため、東部物流センターを埼玉

県久喜市に新築移転いたしました。在庫額、在庫アイテム数は、
以前の旧東部物流センターと比較してそれぞれ約1.6倍増加い

「新たな事業を創出する機動的な投資」として
第６５期はどのような投資をされましたか。

A
Q

トップインタビュー
TOP INTERVIEW

新たな商社機能の発揮と活用

幅広いユーザーニーズに
対応した商品構成
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情報コーディネート力の発揮

変化する市場ニーズに
対応したロジスティクス

堅実経営

情報分析提案

情報分析提案

顧客最適
コーディネート

顧客最適
コーディネート

技術
ソリューション

技術
ソリューション

ロジスティクス

ロジスティクス

企画開発

企画開発
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　第66期は中期経営計画の２年目の目標として、連結売
上高1,050億円、営業利益52億9千万円を設定し、引き

続き中期経営計画の骨子に示してある経営方針を実現するため
に全社一丸となって課題に取り組む所存です。
　なお、株主様への還元につきましては、配当方針を「連結配当
性向25％以上、１株あたりの配当金25円を下限」と定め、企業
価値と株主価値の持続的かつ一体的な向上を基本とした安定的
な配当を行ってまいります。
　当社を新たな成長のステージへ導く の
実現・推進は、引き続き株主の皆様のご理解とご支援なしに達
成することはできません。従前以上のご支援ご協力を賜ります
よう、お願い申しあげます。
 平成28年6月

　現在中堅社員を中心に一般的なビジネス知識やマネ
ジメント力に加えて次の3つのスキルを高めていく取り組

みを行っております。
　3つのスキルとは、「発想系」・「コミュニケーション系」・「技術系」
の3つを設定しており、将来的には、メーカーの営業代行として
技術営業ができる人財の育成を強化してまいります。

『商売を創れる人財の育成』の
取り組み内容を教えてください。

A
Q

　営業現場では自動化への取り組みということで、業務
効率の向上を目指しておりますが、第65期は特にEDI・

プロキュバイネット・データアップロードの活用を推進してまいり
ました。
　また、新基幹システムの構築につきましては、お取引先様への
新たな付加価値提供を行っていくための「時間」と「機能」を充実
させることを目的として、業務の効率化による時間の創出と新た
なビジネス領域への対応を目指して取り組んでおります。

「情報投資による業務効率の改善」に対する
取り組みを教えてください。

A
Q

最後に株主の皆様へのメッセージをお願いいたします。

A
Q

　営業技術支援を行うFAシステム・環境推進部では、技
術ソリューション、システム提案を推進し、営業技術要素

を高めながらトータルソリューションを展開する「課題解決提案
型ビジネス領域」の拡大を図ってまいりました。
　具体的には、ユーザーからのシステム案件、ロボット案件の他
に油圧機器の案件も増加してきているなど従来型の標準品販売
だけでない新たな成果が出てきております。
　なお、ロボットを販売するにあたり、ロボット単体だけでなく周
辺機器を含むカタログを昨年8月に発刊いたしましたが、非常に
高い評価をいただいております。今年中には第2版を発刊する
予定であります。

「新たな商社機能の発揮と活用」の
具体的な取り組みを教えてください。

A
Q

代表取締役社長

4
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連結業績ハイライト
CONSOLIDATED FINANCIAL HIGHLIGHTS

連結貸借対照表（要旨） （単位：百万円未満は切捨て）

科目
第65期

平成28年3月31日現在
第64期

平成27年3月31日現在

資産の部

流動資産 60,963 59,199

固定資産 18,914 19,009

資産合計 79,878 78,209

負債の部

流動負債 13,140 13,233

固定負債 3,011 3,486

負債合計 16,151 16,720

純資産の部

株主資本 61,809 58,938

その他の包括利益累計額 1,917 ―

評価・換算差額等 ― 2,550

純資産合計 63,726 61,489

負債純資産合計 79,878 78,209

連結損益計算書（要旨） （単位：百万円未満は切捨て）

科目

第65期
平成27年4月 1 日から
平成28年3月31日まで

第64期
平成26年4月 1 日から
平成27年3月31日まで

売上高 101,508 94,342
売上原価 86,675 80,703
売上総利益 14,832 13,639
販売費及び一般管理費 9,766 8,570
営業利益 5,066 5,069
営業外収益 533 519
営業外費用 376 347
経常利益 5,222 5,241
特別利益 POINT 1 400 296
特別損失 POINT 2 217 216
税金等調整前当期純利益 5,406 ―
税引前当期純利益 ― 5,320
法人税、住民税及び事業税 1,654 1,853
法人税等調整額 196 169
当期純利益 3,555 3,298
親会社株主に帰属する当期純利益 3,555 ―

79.8

第65期（連結）

78.679.682.0

第62期 第64期第63期

自己資本比率 （単位：%）

4,058.54

第65期（連結）

3,907.283,687.973,521.92

第62期 第64期第63期

1株当たり純資産額 （単位：円）

226.33

第65期（連結）

209.59
170.13

134.42

第62期 第64期第63期

1株当たり当期純利益 （単位：円）

※当社グループは当連結会計年度（第65期）より連結財務諸表を作成しております。
　前事業年度まで（第62期・第63期・第64期事業年度）は単体の数値を記載しております。5
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連結キャッシュ・フロー計算書（要旨） （単位：百万円未満は切捨て）

科目

第65期
平成27年4月 1 日から
平成28年3月31日まで

第64期
平成26年4月 1 日から
平成27年3月31日まで

営業活動による
キャッシュ・フロー 2,263 2,339

投資活動による
キャッシュ・フロー

POINT 3
△1,803 △1,016

財務活動による
キャッシュ・フロー △1,132 △832

現金及び現金同等物に
係る換算差額 △19 0

現金及び現金同等物の
増加額又は減少額（△） △693 489

現金及び現金同等物の
期首残高 27,144 25,958

現金及び現金同等物の
期末残高 26,450 26,448

5.65.5
4.7

3.9

第65期（連結）第62期 第64期第63期

自己資本当期純利益率（ROE） （単位：%）

6.66.96.3
5.1

第65期（連結）第62期 第64期第63期

総資産経常利益率（ROA） （単位：%）

459

第65期（連結）

1,3221,226

2,381

第62期 第64期第63期

フリーキャッシュ・フロー （単位：百万円）

特別利益POINT 1
特別利益として、平成27年７月１日付で確定給付企業年金制度か
ら確定拠出年金制度へ移行したことに伴い退職給付制度改定益
３億３千４百万円を計上しております。

特別損失POINT 2
特別損失として、さいたま市岩槻区に保有する建物及び土地につ
いて減損損失２億１千万円を計上しております。

投資活動によるキャッシュ・フローPOINT 3
投資活動の結果使用した資金は、18億３百万円となりました。
これは主に、有形固定資産の取得による支出が16億9千５百万円
あったこと等によるものであります。

6
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事業分野別状況
SEGMENT INFORMATION

動力伝導機器分野 産業機器分野

動力伝導機器分野では、減速機、ベルト伝導用品が堅調に
推移した結果、売上高439億9千６百万円となりました。

産業機器分野では、コンベヤ関連機器、昇降揚重機、搬送
システムが堅調に推移した結果、売上高230億6千万円と
なりました。

 減速機　  変速機　  伝導用品　 
 軸受　  工業用材料

 荷役運搬機器　  モータ　  環境機器
 FAシステム　  包装・梱包システム

▶ 減速機／変速機

▶ チェーン伝導用品／ベルト伝導用品／歯車伝導用品／カップリング／ 
その他伝導関連商品

▶ ベアリング／直動機器／ベアリングユニット／その他軸受関連商品

▶ 金属材料／合成材料／セラミック／新素材

▶ コンベヤ／運搬機器／振動機／昇降揚重機／保管関連機器／ 
搬送システム／構造用システム機器／包装・梱包システム機器／ 
その他荷役・運搬・搬送関連商品

▶ モータ／環境機器／ファン／集塵・洗浄機器／ポンプ／ 
その他機械器具・工具関連商品

439

第65期（連結）

417389

第64期第63期

商品別売上高の推移
（単位：億円）

230

第65期（連結）

192177

第64期第63期

商品別売上高の推移
（単位：億円）

主要な取扱商品 主要な取扱商品

7
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制御機器分野

制御機器分野では、油空圧機器、アクチュエータ、ネットワー
ク機器が堅調に推移した結果、売上高344億5千２百万円と
なりました。

 油圧機器　  空圧機器　  電気　  電子

▶ 油圧機器／空圧機器／真空機器／ホース／チューブ／継手

▶ シーケンサ／表示器／アクチュエータ／センサ／スイッチ／ 
エンコーダ／画像処理／測定機器／計測機器／盤用機器／ 
ロボット／ナットランナ／メカトロパーツ／配管機材／ 
通信・ネットワーク機器／無停電電源装置／ 
その他制御機器関連商品

344

第65期（連結）

333312

第64期第63期

商品別売上高の推移
（単位：億円）

主要な取扱商品 POINT 

平成27年11月から稼働開始したテクノセンターでは、「価値付加型ビ
ジネス領域」への取り組みのために、従来のリニアウェイの切断加工
やローラーチェーンの寸法切、油圧ホースのアッセンブリ等に加え、
各種工作機械などの設備を充実させることにより追加工の範囲を拡
大いたしました。さらにエアパネルの製作やアルミフレームの組み立
て、メンテナンスサービスなどを行い、多様なユーザーニーズに対応
しております。

新たな商社機能の発揮と活用

事業分野別
売上高構成比

動力伝導機器分野

43.4％

制御機器分野

33.9％

産業機器分野

22.7％

8
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NICHIDENネットワーク
NICHIDEN NETWORK

国内外の拠点を繋いで、
ものづくり支援のネットワークを
構築しています

日伝国際貿易（上海）有限公司

NICHIDEN VIET NAM CO.,LTD
株式会社日伝 インドネシア駐在員事務所

NICHIDEN TRADING(Thailand)Co.,Ltd.
NICHIDEN（Thailand）Co.,Ltd.

中 国

タ イ
ベトナム

インドネシア

連結子会社

天津分公司
蘇州分公司
深圳分公司
平湖事務所
杭州事務所
大連事務所
常熟事務所
東莞事務所

http://www.nichiden.com/company/network/
国内外の拠点情報は当社ホームページにてご覧頂けます。

子会社「NICHIDEN VIET NAM 
CO.,LTD」において、経済発展の
めざましいベトナムにおいて、ハ
ノイ市周辺は、日系企業が数多く
進出されており、地域の要望に即
した営業展開にすることにより、
業容拡大が見込めると判断した
ため、ハノイ市に支店を開設いた
しました。

海外展開の加速 「商売の芽」となる情報獲得機会の増大

ベトナム

ハノイ支店 平成28年開設

ホーチミン本社 平成26年設立

当社子会社の知名度を高め、さらに業容拡大を図るため、ベトナム現地
の日系企業や現地企業向けに下記の２か所で展示会を開催いたしました。

平成27年10月8日（木）〜10日（土）
METALEX VIETNAM 2015

（ホーチミン市）

平成28年4月6日（水）〜8日（金）
VIETNAM MANUFACTURING
EXPO 2016（ハノイ市）

POINT 
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東京支店

東部物流センター
中部物流センター

西部物流センター

テクノセンター

大阪支店

名古屋支店

東部ブロック

物流センター

西部ブロック

中部ブロック

連結子会社

札幌営業所
北上営業所
仙台営業所
郡山営業所
新潟営業所

水戸営業所
小山営業所
高崎営業所
埼玉営業所
上田営業所

千葉営業所
横浜営業所
南関東営業所
西東京営業所

八日市営業所
滋賀営業所
京都営業所

東大阪営業所
北大阪営業所
堺営業所
神戸営業所
姫路営業所
岡山営業所

福山営業所
広島営業所
四国営業所
九州支店
北九州営業所
熊本営業所

富山営業所
北陸営業所
松本営業所

静岡営業所
浜松営業所
豊橋営業所

岡崎営業所
小牧営業所
鈴鹿営業所

岡崎機械株式会社
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トピックス
TOPICS

10月 4月11月 12月 1月 2月 3月

平成27年 平成28年1 53 42

「現場の自動化に最適なソリューションを」をテーマに平成２７
年１２月９日（水）に名古屋国際会議場 イベントホール(名古
屋市熱田区)においてメカニカルパーツ＆システム総合展を
開催いたしました。

「“ロボット使ってみませんか？”〜 最適なロボットシステムと
サービスを提供します 〜」をテーマに平成２７年１２月２日

（水）〜５日（土）に東京ビッグサイト 東館3ホール(東京都江
東区)において開催されました「2015 国際ロボット展」に出
展いたしました。

「生産性の向上と人への負担軽減〜人と働く自動化のヒント
に〜」をテーマに平成２７年１１月１２日（木）に花博記念公園 
鶴見緑地 ハナミズキホール(大阪市鶴見区)においてメカニ
カルパーツ＆システム総合展を開催いたしました。

12月9日
MEKASYS in NAGOYA

3

12月2日
2015 国際ロボット展

2

11月12日
MEKASYS in OSAKA

1

国際食品工業展  ６月 7日（火）〜10日（金）

機械要素技術展  ６月22日（水）〜24日（金）

関西機械要素技術展  10月 5日（水）〜 7日（金）

METALEX VIETNAM 2016 10月 6日（木）〜 8日（土）

「商売の芽」となる情報獲得機会の増大
平成28年度展示会の出展

POINT 
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4月 5月 6月 7月 8月3月 9月

6 87 9 10

第１０回「にちでんの森 〜ＡＣＣＥＳＳ ｔｏ ＥＣＯ」（フォレス
トマッチング〜協働の森づくり推進事業〜）を今年度も
引き続き創業者（西木 利吉）の故郷の近くでもある香川
県木田郡三木町の森林において植林による森づくり活
動を平成２８年４月９日（土）に本年度新入社員を含む70
余名の参加により実施いたしました。

平成２８年５月２４日（火）に決算説
明会を大手町ファーストスクエアカ
ンファレンスRoom D（東京都千
代田区）で開催いたしました。当社
代表取締役社長 福家 利一より平
成２８年３月期連結決算概要と中期経営計画
の進捗状況についてご説明いたしました。

「モノづくりに関わる人に“よかった”を届けたい」をテーマに平成
２８年４月１９日（火）〜２１日（木）にポートメッセなごや 第1展示館
(名古屋市港区)において開催されました「第1回 名古屋 機械要
素技術展 M-Tech」に出展いたしました。

5月24日
平成２８年３月期決算説明会

9

2月5日
平成28年3月期第3四半期決算発表

4

5月9日
平成28年３月期決算発表

8

6月24日
第65期定時株主総会開催

10

2月18日
平成28年3月期第3四半期決算説明会
スモールミーティング
場所：JAビルカンファレンス　302号室

5

4月19日
第1回 名古屋 機械要素技術展 M-Tech7

4月9日
社会貢献活動～にちでんの森活動～6

12
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会社情報／株式情報
CORPORATE INFORMATION / STOCK INFORMATION

会社の概要  （平成28年3月31日現在）

商号

英文社名

設立 昭和27年1月26日

本社所在地 大阪市中央区上本町西一丁目2番16号

資本金 53億6千8百万円

従業員数 761名（連結834名）

関係会社 岡崎機械株式会社　
日伝国際貿易（上海）有限公司
NICHIDEN TRADING（Thailand）Co.,Ltd.
NICHIDEN（Thailand）Co.,Ltd.　
NICHIDEN VIET NAM CO.,LTD
株式会社プロキュバイネット

役 員  （平成28年6月24日現在）

代表取締役会長 西木　利彦
代表取締役社長 福家　利一 営業本部長

常務取締役 酒井　義之 中部ブロック長

常務取締役 榊原　恭平 ＭＥシステム統括部長

常務取締役 岡本　賢一 東部ブロック長

取締役 寒川　睦志 西部ブロック長

取締役 檜垣　泰雄 管理本部長兼総務部長

取締役 小山　章松
取締役 寺嶋　康子
常勤監査役 河村　竹佳
常勤監査役 石谷　勇児
監査役 古田　清和
監査役 川上　　勝

株式の状況  （平成28年3月31日現在）

発行可能株式の総数 63,000,000株

発行済株式の総数  15,701,929株
（自己株式241,071株を除く。）

株主数 2,642名

大株主（上位10名） 持株数（千株） 持株比率（％）

日伝共栄会 1,705 10.85

日伝仕入先持株会 927 5.90

西木　進 731 4.65

株式会社利双企画 700 4.45

株式会社みずほ銀行 550 3.50

有限会社ニシキ興産 523 3.33

日伝従業員持株会 495 3.15

株式会社百十四銀行 491 3.12

西木　利彦 418 2.66

株式会社りそな銀行 335 2.13

（注） 取締役のうち、小山章松、寺嶋康子の両氏は、会社法第２条第15号に定める社外取締役であり
ます。

 監査役のうち、古田清和、川上勝の両氏は、会社法第２条第16号に定める社外監査役であります。 
なお、当社は小山章松、寺嶋康子、古田清和、川上勝の各氏を東京証券取引所の定めに基づく
独立役員として指定し、同取引所に届け出ております。

●金融機関 29名 2,840,300株 17.81%

●証券会社 20名 52,073株 0.33%

●法人 337名 5,208,787株 32.67%

●個人その他 2,256名 7,841,840株 49.19%

所有者別
株式分布状況

●1千株未満 1,878名 331,071株 2.08%

●1千株以上 611名 1,625,477株 10.19%

●1万株以上 127名 3,685,837株 23.12%

●10万株以上 20名 5,162,863株 32.38%

●50万株以上 6名 5,137,752株 32.23%

所有株式数別
株式分布状況

株式分布状況

（注）持株比率は自己株式(241,071株)を除いて計算しております。
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株 式 情 報

1,000株以上所有（一律）

100株以上
1,000株未満所有（一律）

こだわり厳選セット
無洗米2kg詰め3パック
幸南食糧株式会社
http://www.kohnan.co.jp/

讃州育ち本切りセット
さぬきうどん300g×3袋（9人前）
株式会社めりけんや
http://www.merikenya.com/

当事業年度の期末配当金につきましては、普通配当１株につき60円に、東証1部上場10周年

記念配当５円を加え、１株につき65円（年間）にて実施いたしました。

翌事業年度の期末配当金につきましては、１株につき普通配当65円を予定しております。

配当金のご案内

日頃のご愛顧にお応えするため、毎年9月30日現在の株

主名簿に記載または記録された株主様のご住所へ次のと

おりご優待品を12月中にお届けさせていただきます。

株主優待制度のお知らせ 株価および株式売買高の推移

当社の配当方針は、平成28年５月９日の取締役会で「連結配当性向25％以上、１株あたりの配

当金25円を下限とする。」と定めております。
配当方針

（注）株価および株式売買の推移は、東京証券取引所におけるものです。

2,100

2,400

2,700

3,000

3,300

0

100,000

200,000

300,000

400,000

2014.4 2015.3 2016.3

高値
終値

始値
安値

高値
始値

終値
安値

（株価：円）

（売買高：株）

14

010_0561601302806.indd   14 2016/06/09   18:38:42



「MEKASYS」は、株式会社日伝の
登録商標第5354848号です。

この冊子は環境保全の
ため、植物油インキを
使用しています。

IRに関するお問い合わせ先
当社ホームページIR関連のお問い合わせフォームよ

り承っております。資料請求、ご質問、ご意見、ご要望

などがございましたら、気軽にお問い合わせください。

事業年度 毎年4月1日から
翌年3月31日までの1年

剰余金の
配当基準日

3月31日
（中間配当を行う場合は9月30日）

定時株主総会 毎年6月

単元株式数 100株

株主名簿管理人
事務取扱場所

東京都中央区八重洲一丁目2番1号
みずほ信託銀行株式会社　
本店証券代行部

公告方法 電子公告といたします。
ただし、事故その他やむを得ない事由に
よって電子公告による公告をすることが
できない場合は、日本経済新聞に掲載
する方法といたします。

証券コード 9902

株主優待制度 毎年9月30日現在の株主名簿に記載ま
たは記録された所有株式数100株以上
の株主様に対して当社指定粗品を贈呈
いたします。

証券会社等に
口座をお持ちの場合

証券会社等に
口座をお持ちでない場合
（特別口座の場合）

郵送物送付先

お取引の証券会社
等になります。

〒168-8507　
東京都杉並区和泉2-8-4
みずほ信託銀行 証券代行部

お問い合わせ先
フリーダイヤル　
0120-288-324

（土・日・祝日を除く9：00〜17：00）

各種手続お取扱店
（住所変更、株主配当金
受取り方法の変更等）

みずほ証券　
本店および全国各支店
プラネットブース（みずほ銀行内の店
舗）でもお取扱いたします。

みずほ信託銀行
本店および全国各支店　
＊トラストラウンジではお取扱できま
せんのでご了承ください。

未払配当金のお支払 みずほ信託銀行およびみずほ銀行の本店および
全国各支店（みずほ証券では取次のみとなります）

ご注意

支払明細発行については、右の
「特別口座の場合」の郵便物送
付先・お問い合わせ先・各種手
続お取扱店をご利用ください。

特別口座では、単元未満株式の買取
以外の株式売買はできません。証券
会社等に口座を開設し、株式の振替手
続を行っていただく必要があります。

上場株式配当金の
支払いに関する
通知書について

租税特別措置法の改正により、株主様に支払配当金額や源泉徴収税額等を記載した「支払通知書」を通知することとなっております。
つきましては、「支払通知書」の法定要件を満たした「配当金計算書」を同封しておりますので、確定申告の添付資料としてご使用くだ
さい。なお、配当金を株式数比例配分方式によりお受け取りの場合、源泉徴収税額の計算は証券会社等にて行われますので、確定
申告の添付書類としてご使用いただける「支払通知書」につきましては、お取引の証券会社等へお問い合わせください。

株主メモ

未来へアクセス

日伝 IR 検索
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